
　平成２３年８月２９日（月）、大分県と宮崎県の県境
を跨ぐ「陣が峰トンネル(延長2,751m)」において、国会
議員や大分・宮崎の県議会議員、佐伯・延岡両市長、大
分・宮崎両県の行政関係者や地元関係者など、約２００
人の参加者が集まり、「貫通報告会」が行われました。
　当日は貫通発破後、大分県と宮崎県に分かれた参列者
が通り初めを行い、その後、樽神輿入場、鏡開きなどが
行われました。なかでも両県の関係者、総勢５６名で行
われた鏡開きは大変、盛大なものとなりました。
　式典後は会場の各所で互いの労をねぎらったり、肩を
組んでの記念撮影など、たくさんの方々の記憶に残る貫
通報告会となりました。

　平成２３年９月１日(木)、全国都道府県議長会国土交通委員会(委員
長：志村学大分県議会議長)の委員１２名が、東九州自動車道の元越大
橋や蒲江インターチェンジなどの現地を視察されました。
　今回の現地視察は、国に地域課題の解決を要望する際に備え、現地
の実情を把握することを目的としているもので、同委員会での現地視
察は初めての取り組みだということです。
　また、現地視察後は西嶋佐伯市長や谷川佐伯商工会議所会頭との意
見交換もありました。

　東九州自動車道(佐伯～県境)に関連した、平成２３年７月から９月
までの出来事は、下記のとおりです。

▲元越大橋での説明風景

大分県側の貫通発破！
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施工業者による樽神輿入場

国会議員や両市長などによる鏡開き

▲蒲江ICでの説明風景

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

H23.7.4 (月) 第１０回東九州PT(プロジェクトチーム)会議を佐伯市役所で開催。

H23.7.5 (火) 昭和中学校３年生など約８０名が参加し、丸市尾トンネルの工事現場を見学。

H23.7.15 (金) 陣が峰トンネルの貫通。

H23.7.20 (水) 佐伯鶴岡高校２年生３名が上城地区の橋梁現場でインターンシップ(就業体験)。

H23.8.2 (火) 佐伯市市政モニターの約２０名が参加し、工事現場見学

H23.8.8 (月) 丸市尾トンネルの貫通。

H23.8.18 (木) 大分県高等学校教育研究会の土木系の先生方16名が参加し、葛原トンネル工事の現場で勉強会。

H23.8.27 (土) 丸市尾地区の住民約50名が参加し、「丸市尾トンネル貫通見学会」を開催。

H23.8.29 (月) 約150名が参加し、「陣が峰トンネル貫通報告会」を開催。　　･･･詳細は表紙に掲載

H23.9.1 (月) 全国都道府県議長会国土交通委員会の委員が、東九州道の現地を視察。　　･･･詳細はP.4に掲載

H23.9.29 (木) 葛原トンネルの貫通。

日　　付

総勢、約２００名による万歳三唱！！！

「災害時は一人で
も多くの命を助ける

道となる！」
【佐伯市長談】



佐伯ＩＣ～県境までの工事延長は、約３０kmです。
この区間に、１４個のトンネルと２１個の橋があります。
黒色が完成している構造物で、赤色が工事中の構造物です。
９月末現在の工事進捗率は約７１％です。

工事進捗率　 約７１％
H23.9月末時点

※工事延長に対する工事着手延長
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大越地区の施工状況
(佐伯側より延岡側を望む)

丸市尾地区の施工状況
(佐伯側より延岡側を望む)

丸市尾トンネル貫通

(延岡側より佐伯側を望む)

◆６月末時点からの進捗状況(要点)
　・工事進捗率は６月末から約１２ポイント進捗しました。
　・佐伯～県境間で最も長い蒲江トンネルの工事に着手しました。
　・蒲江～県境間の丸市尾、葛原、陣が峰の３つのトンネルが貫通しました。

元越大橋の下部工施工状況
(佐伯側より延岡側を望む)
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